
現 代 俳 句

第 　86　 号

四海楼（上関町）

山 口 県 現 代 俳 句 協 会



 第27回 山口県現代俳句賞について 

１. 作　　品� 20句（この１年間の作品で、既発表、未発表を問いま
� せん。但し、結社賞等の受賞作品は外してください。）
２. 締 切 り� 令和５年１月20日（厳守）
３. 送 付 先� 〒751－0863　下関市伊倉本町14－3　平川扶久美 宛
４. そ の 他� ①無記名清記の上、外部の選考委員に依頼いたします。
� ②作品には題名と作者名を忘れずに記入してください。

　平素より山口県現代俳句協会にご協力いただき有り難うございます。
　さて、第27回山口県現代俳句賞の応募と選考方法は、昨年と同様の
方式で実施することになりました。

　御多忙とは存じますが、全会員により、候補作家の推薦を頂きたいと存じます。
よろしくお願いいたします。機関誌「現代俳句やまぐち」の会員作品「85号・86
号」より候補作家として相応しい方を２名推薦頂きたいと存じます。
　締め切りは、令和４年11月30日といたします。ハガキにて下記までお知らせく
ださい。
　なお、自薦も歓迎します。その場合には、上記１～４に従って直接作品を応募
ください。

事務局

 第31回 山口県現代俳句協会勉強会のご案内 

１. 日　　時� 令和４年10月12日（水曜日）
� 受　　付　10：00 ～
� 投句締切　12：00（１人２句）
� 勉 強 会　13：00 ～ 15：00
２. 会　　場� 山口県教育会館会議室Ⅰ
３. 吟 行 先� 山口県立美術館
� 　雪舟と室町文化
� 　Ⅰ�将軍家の襖絵　Ⅱ�雪舟と狩野派
４. 申 込 先� 〒751－0863　下関市伊倉本町14－3　平川扶久美 宛
� ※葉書にてお申込み下さい　（TEL�083－254－3732）
５. 申込締切� 令和４年10月７日（金）
６. 参 加 料 � 無料（但し、美術館鑑賞料は自己負担となります）
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 令和４年度　第１回理事会報告 

１　日　時　　令和４年４月10日（日）　13時30分～

２　場　所　　山口市「小郡ふれあいセンター」

３　議　案	 ①令和３年度事業・決算報告について

	 ②令和４年度事業・予算案について

	 ③第32回山口県現代俳句大会・総会の実施について

	 ④第40回中国地区現代俳句大会について

	 ⑤第31回山口県現代俳句勉強会の実施について

	 ⑥第26回山口県現代俳句賞について

	 ⑦その他

（報告者・事務局長　平川扶久美）



－ 2－－ 3－

	令和３年度　事業報告	
	 自　令和３年４月１日
	 至　令和４年３月31日

年月日 事　業　内　容 場　所・摘　要

令和３年４月11日 第１回理事会 山口市
「小郡ふれあいセンター」

令和３年 第31回山口県現代俳句協会総会及び大会 ※中止
６月13日～６月14日 第39回中国地区現代俳句大会及び勉強会 鳥取市　　※紙上開催

７月25日 第２回理事会 山口市
「小郡ふれあいセンター」

８月30日 会報「現俳やまぐち」84号発行

10月21日 第30回山口県現代俳句協会勉強会
岩国市　「サンライフ岩国」
吟行地：錦帯橋、吉香公園周辺
　　　　18名参加

12月 第26回山口県現代俳句賞応募依頼

12月12日 第３回理事会 山口市
「小郡ふれあいセンター」

令和４年１月20日 会報「現俳やまぐち」85号発行
２月上旬 第26回山口県現代俳句賞選者依頼
３月 第26回山口県現代俳句賞決定

	令和３年度　会計報告	
	 自　令和３年４月１日
	 至　令和４年３月31日
収入の部

科目 予算額 決算額 摘要
本部助成金 140,000 147,000
地区会費 70,000 60,000
雑収入 0 0 利子
事業基金 100,000 106,000 寄附金
山口大会残金 0 0
合　　計 310,000 313,000

前期繰越金 382,852 382,852

合　　計 692,852 695,852

支出の部
科目 予算額 決算額 摘要

事務費 30,000 18,726 用紙、コピー代
通信費 30,000 10,355 封書、切手
印刷費 140,000 118,800 会報印刷年2回
送料費 30,000 19,236 会報送付
交通費 40,000 32,000 役員交通費助成
事業支出 40,000 22,640 勉強会、資料作成
会議費 10,000 3,400 会議室使用料
雑費 10,000 0
地区負担金 30,000 29,600 中国地区負担金
事務局維持費 20,000 20,000
山口県現代俳句賞関係 40,000 40,000 選者謝礼、賞品
予備費 272,852 0
支出合計 692,852 314,757
次期繰越金 381,095
合　　計 692,852 695,852
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	令和４年度　予算	
	 自　令和４年４月１日
	 至　令和５年３月31日
収入の部

科目 前年度
決算額 予算額 摘要

本部助成金 147,000 140,000
地区会費 60,000 60,000
雑収入 0 0 利子
事業基金 106,000 100,000 寄附金
山口大会残金 0 0
合　　計 313,000 300,000

前期繰越金 382,852 381,095

合　　計 695,852 681,095

支出の部

科目 前年度
決算額 予算額 摘要

事務費 18,726 30,000 用紙、コピー代
通信費 10,355 30,000 封書、切手
印刷費 118,800 140,000 会報印刷年2回
送料費 19,236 30,000 会報送付
交通費 32,000 40,000 役員交通費助成
事業支出 22,640 40,000 勉強会、資料作成
会議費 3,400 10,000 会議室使用料
雑費 0 10,000 慶弔費その他
地区負担金 29,600 30,000 中国地区負担金
事務局維持費 20,000 20,000
山口県現代俳句賞関係 40,000 40,000 選者謝礼、賞品
予備費 0 261,095
支出合計 314,757 681,095
次期繰越金 381,095 0
合　　計 695,852 681,095

	令和４年度　事業計画	
	 自　令和４年４月１日
	 至　令和５年３月31日

年月日 事　業　内　容 場　所・摘　要

令和４年４月10日 第１回理事会 山口市
「小郡ふれあいセンター」

５月29日 第33回山口県現代俳句協会総会及び大会 周南市　「周南市文化会館」
６月12日 第40回中国地区現代俳句大会及び勉強会 倉敷市「倉敷アイビースクエア」

７月 第２回理事会 山口市
「小郡ふれあいセンター」

８月 会報「現俳やまぐち」86号発行
10月 第31回山口県現代俳句協会勉強会 未定

12月 第３回理事会 山口市
「小郡ふれあいセンター」

12月 第27回山口県現代俳句賞応募依頼
令和５年１月 会報「現俳やまぐち」87号発行
２月上旬 第27回山口県現代俳句賞選者依頼
３月 第27回山口県現代俳句賞決定



－ 4－－ 5－

◇
第
二
十
六
回
　
山
口
県
現
代
俳
句
賞
受
賞
作
品
◇

不

死

鳥

保

田

尚

子

生
と
死
の
せ
め
ぎ
合
う
中
花
吹
雪
く

春
の
野
や
ふ
く
ら
は
ぎ
よ
り
眠
く
な
る

草
餅
を
食
べ
て
野
生
に
戻
ろ
う
か

春
水
を
脱
い
で
不
死
鳥
と
ぶ
構
え

朧
と
い
う
扉
を
ぐ
っ
と
押
し
開
け
る

時
計
草
か
す
か
に
蕊
の
歪
み
あ
り

方
舟
の
舵
切
り
取
っ
て
出
る
地
球

黴
ま
と
う
聖
書
に
命
あ
ふ
れ
だ
す

俳
壇
の
闇
を
問
い
た
る
鉦
叩

体
内
の
黒
抜
け
て
い
く
花
野
か
な

孤
愁
と
は
違
う
秋
思
の
中
に
い
る

漕
い
で
い
く
夕
花
野
と
い
う
小
宇
宙

鬼
入
れ
る
箱
見
つ
か
ら
ぬ
黄
落
期

煮
凝
り
の
ハ
イ
ド
の
顔
を
溶
い
て
み
る

家
系
図
の
枯
野
の
中
に
座
り
込
む

バ
ン
ク
シ
ー
平
和
塗
り
こ
む
文
化
の
日

冬
雲
の
鬼
の
岩
場
に
腰
掛
け
る

レ
ノ
ン
忌
の
多
弁
な
る
眼
と
寡
黙
な
眼

冬
帝
の
野
心
を
追
え
ば
変
異
株

冬
の
薔
薇
棘
と
い
う
意
地
残
し
け
り
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第
二
十
六
回
山
口
県
現
代
俳
句
賞
選
考
評

　
　
◇
　
◆
　
◇

　
　
山
口
県
現
代
俳
句
賞

	

木
村
ゆ
き
こ
　

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
自
粛
、
自
粛
の
中
、
沈
み
が
ち
な
心
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
の
は
俳
句
だ
と
再
確
認
し
つ
つ
の
選
句
で
し
た
。

１
位
　「
魔
女
の
止
ま
り
木
」（
平
川
扶
久
美
）

　
素
材
の
豊
か
さ
の
中
に
、
平
明
な
言
葉
の
意
外
な
展
開
が
無
意

識
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
奔
放
さ
に
と
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
ド
ロ
ッ
プ
ス
ま
い
た
大
地
の
芽
ぶ
き
出
す

　
　
夜
濯
ぎ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
胸
星
眠
る

　
　
マ
グ
リ
ッ
ト
の
空
の
青
よ
り
栗
落
ち
る

２
位
　「
ダ
ダ
の
空
」（
山
口
　
智
子
）

　
自
身
の
内
面
を
深
く
見
つ
め
な
が
ら
、
感
性
で
掬
い
上
げ
た
表

現
に
気
概
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
心
臓
の
ど
の
部
屋
も
澄
み
秋
の
海

　
　
白
黒
を
問
わ
れ
て
秋
の
空
と
い
う

　
　
感
情
の
毳
立
つ
日
な
り
噛
む
パ
セ
リ

３
位
　「
不
死
鳥
」（
保
田
　
尚
子
）

　
多
様
な
モ
チ
ー
フ
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
言
葉
、
秘
め
ら
れ
た
心

象
の
扉
を
押
し
開
け
て
触
れ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
朧
と
い
う
扉
を
ぐ
っ
と
押
し
開
け
る

　
　
体
内
の
黒
抜
け
て
い
く
花
野
か
な

　
　
鬼
入
れ
る
箱
見
つ
か
ら
ぬ
黄
落
期

４
位
　「
寒
の
明
け
」（
木
戸
　
明
子
）

　
屋
外
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、今
、

生
き
て
い
る
と
い
う
時
間
の
中
に
開
放
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
春
満
月
水
の
あ
ふ
れ
る
棚
田
か
な

　
　
囀
も
入
れ
て
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

　
　
あ
み
だ
く
じ
行
き
つ
く
と
こ
ろ
大
花
野

５
位
　「
白
障
子
」（
野
村
み
ど
り
）

　
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
日
常
に
風
土
性
、
詩
情

と
品
が
加
わ
り
、し
な
や
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
　
篝
火
に
大
き
な
地
貌
年
酒
汲
む

　
　
や
は
ら
か
く
言
つ
た
つ
も
り
の
捩
り
花

　
　
仰
ぎ
み
る
五
橋
の
背
裏
水
の
秋
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◇
　
◆
　
◇
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植
垣
　
規
雄
　

１
位
　「
野
菊
」（
尾
倉
　
雅
人
）

　
色
彩
豊
か
な
言
葉
で
、
思
い
を
余
す
所
な
く
展
開
し
て
い
る
。

し
な
や
か
な
、
そ
し
て
広
が
り
の
あ
る
句
風
に
惹
か
れ
た
。

　
　
焚
火
と
は
風
を
燃
や
し
て
い
る
ご
と
く

　
　
模
様
な
き
白
磁
の
壺
や
鳥
帰
る

　
　
掬
わ
れ
て
自
由
不
自
由
金
魚
か
な

２
位
　「
魔
女
の
止
ま
り
木
」（
平
川
扶
久
美
）

　
箱
を
開
け
る
と
、
中
か
ら
色
と
り
ど
り
の
句
が
飛
び
出
し
て
き

た
と
、
表
現
し
た
い
作
品
群
で
あ
る
。

　
　
考
古
館
に
影
置
い
て
来
る
梅
雨
の
蝶

　
　
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
は
み
出
す
リ
ュ
ッ
ク
小
鳥
来
る

　
　
折
れ
そ
う
な
魔
女
の
止
ま
り
木
冬
の
月

３
位
　「
道
祖
神
」（
西
村
　
玲
子
）

　
作
者
の
心
中
に
青
い
田
園
風
景
が
広
が
る
。
移
り
変
わ
る
季
節

を
確
か
な
目
線
で
詠
ん
だ
作
品
群
で
あ
る
。

　
　
打
水
や
風
の
伏
線
立
ち
上
が
る

　
　
田
圃
ご
と
仕
掛
け
異
な
る
鳥
脅
し

　
　
寒
菊
や
括
ら
れ
て
我
が
影
の
う
ち

４
位
　「
不
死
鳥
」（
保
田
　
尚
子
）

　
生
と
死
と
い
う
永
遠
の
テ
ー
マ
へ
構
え
ず
に
、
自
身
の
身
体
感

覚
で
臨
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
吸
収
し
昇
華
し
て
い
る
。

　
　
鬼
入
れ
る
箱
見
つ
か
ら
ぬ
黄
落
期

　
　
煮
凝
り
の
ハ
イ
ド
の
顔
を
溶
い
て
み
る

　
　
冬
雲
の
鬼
の
岩
場
に
腰
掛
け
る

５
位
　「
初
時
雨
」（
堀
口
　
孝
子
）

　
自
身
の
生
活
に
添
っ
た
素
直
な
句
風
が
好
ま
し
い
。

　
　
親
と
子
の
見
分
け
難
き
や
秋
燕

　
　
名
月
や
ず
し
り
と
重
き
稚
の
尻

　
　
海
に
向
く
燈
の
石
段
木
の
実
落
つ

　
　
◇
　
◆
　
◇

　
　
山
口
県
現
代
俳
句
賞

	

川
崎
益
太
郎
　

　
今
年
も
昨
年
同
様
に
全
二
十
一
編
は
、
レ
ベ
ル
が
高
く
、
順
位

付
け
に
苦
労
し
た
。

１
位
　「
処
暑
の
寺
」（
阿
部
　
友
子
）

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
土
地
で
暮
ら
す
日
常
を
、
新
し
い
視
点
を

入
れ
な
が
ら
、
二
十
句
す
べ
て
が
、
破
綻
な
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
　
真
剣
に
生
き
て
叱
ら
れ
春
の
泥

　
　
仏
像
の
胡
坐
崩
し
て
処
暑
の
寺

　
　
故
郷
は
つ
ぶ
れ
た
柿
の
匂
い
な
り

２
位
　「
不
死
鳥
」（
保
田
　
尚
子
）

　
日
常
の
生
活
か
ら
社
会
に
鋭
い
目
を
向
け
た
、
斬
新
な
句
が
多

く
、
一
位
に
と
思
っ
た
が
、
中
八
の
句
が
一
句
あ
り
、
最
後
ま
で

迷
っ
た
末
、
劣
後
さ
せ
た
。
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春
水
を
脱
い
で
不
死
鳥
と
ぶ
構
え

　
　
俳
壇
の
闇
を
問
い
た
る
鉦
叩

　
　
冬
帝
の
野
心
を
追
え
ば
変
異
株

３
位
　「
初
時
雨
」（
堀
口
　
孝
子
）

　
破
綻
な
く
き
れ
い
に
ま
と
め
ら
れ
た
二
十
句
だ
が
、全
体
的
に
、

や
や
、
お
と
な
し
い
句
が
多
い
気
が
し
た
。

　
　
側
溝
を
す
べ
る
水
に
も
花
筏

　
　
余
り
苗
育
つ
水
口
音
高
し

　
　
箒
目
を
崩
す
が
ほ
ど
の
初
時
雨

４
位
　「
野
菊
」（
尾
倉
　
雅
人
）

　
深
読
み
か
も
知
れ
な
い
が
、
二
十
句
全
て
に
、
愛
の
た
め
野
菊

に
身
を
落
し
た
女
性
の
姿
が
読
め
る
、
今
な
ら
で
は
の
二
十
句
で

あ
る
。

　
　
け
ん
か
凧
通
過
儀
礼
の
真
つ
只
中

　
　
何
も
か
も
捨
て
て
野
菊
と
な
り
に
け
り

　
　
限
界
の
少
女
の
心
鬼
捨
て
子

５
位
　「
け
じ
め
」（
河
内
山
裕
見
）

　
日
々
進
む
老
い
を
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
詠
ま
れ
た
二
十
句
で

あ
る
。
中
八
が
二
句
、
中
六
が
一
句
と
自
在
。
元
気
で
あ
る
。

　
　
老
い
知
ら
す
歯
痛
の
波
に
そ
ぞ
ら
寒

　
　
見
る
た
び
に
見
粉
ふ
皺
は
マ
ス
ク
跡

　
　
普
通
と
は
自
問
自
答
年
迎
ふ

　
　
◇
　
◆
　
◇

　
　
推
薦
コ
メ
ン
ト

	

月
森
　
遊
子
　

１
位
　「
ダ
ダ
の
空
」（
山
口
　
智
子
）

　
作
品
タ
イ
ト
ル
に
目
を
奪
わ
れ
、
調
べ
る
中
に
筆
頭
句
の
景
が

浮
か
ん
だ
。
そ
の
他
、
共
感
の
句
も
多
く
、
豊
か
な
感
受
性
に
惹

か
れ
た
。

　
　
裏
山
の
木
々
に
音
感
秋
の
水

　
　
白
黒
を
問
わ
れ
て
秋
の
空
と
い
う

　
　
風
鈴
の
感
性
風
が
持
ち
去
れ
り

２
位
　「
凜
と
し
て
」（
中
田
　
裕
子
）

　
句
群
の
領
域
が
広
く
、
詩
的
な
情
趣
の
句
も
多
く
、
ベ
テ
ラ
ン

の
感
じ
を
受
け
た
。

　
　
パ
レ
ッ
ト
に
溶
く
色
多
彩
小
鳥
来
る

　
　
生
と
死
の
迫
間
こ
と
り
と
寒
卵

　
　
摺
り
足
で
来
る
浅
き
春
母
の
忌
へ

３
位
　「
不
死
鳥
」（
保
田
　
尚
子
）

　
生
命
に
触
れ
る
心
象
句
の
他
、
独
自
の
詩
表
現
の
句
が
目
立
っ
た
。

　
　
生
と
死
の
せ
め
ぎ
合
う
中
花
吹
雪

　
　
漕
い
で
い
く
夕
花
野
と
い
う
小
宇
宙

　
　
家
系
図
の
枯
野
の
中
に
座
り
込
む

４
位
　「
道
祖
神
」（
西
村
　
玲
子
）

　
日
常
の
身
辺
の
視
野
に
広
が
り
が
あ
り
、
詩
趣
に
富
む
句
が
多

か
っ
た
。
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田
に
注
ぐ
水
の
五
線
譜
蛙
鳴
く

　
　
打
水
や
風
の
伏
線
立
ち
上
が
る

　
　
喪
の
う
ち
の
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
置
き
所

５
位
　「
色
あ
る
風
」（
河
野
　
悦
子
）

　
日
常
の
事
象
の
機
微
に
触
れ
た
句
表
現
に
、
独
自
性
が
あ
り
豊

か
な
詩
情
を
感
じ
た
。

　
　
遺
言
め
く
文
と
な
り
た
る
桜
の
夜

　
　
嬉
嬉
と
赤
や
が
て
は
鬼
気
に
曼
珠
沙
華

　
　
コ
ス
モ
ス
に
触
れ
て
色
あ
る
風
と
な
る

　
　
◇
　
◆
　
◇

　
　
審
査
小
感

	
久
行
　
保
徳
　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
な
が
ら
、二
十
一
篇
の
意
欲
的
な
応
募
作
が
あ
っ

た
。
第
一
席
に
推
し
た「
魔
女
の
止
ま
り
木
」（
平
川
扶
久
美
）は
、

粒
の
揃
っ
た
作
品
の
構
成
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

　
　
夜
濯
ぎ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
胸
星
眠
る

　
　
折
れ
そ
う
な
魔
女
の
止
ま
り
木
冬
の
月

　
　
ド
ロ
ッ
プ
ス
ま
い
た
大
地
の
芽
ぶ
き
出
す

等
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。
切
取
り
角
度

の
妙
味
の
中
に
、そ
の
力
量
を
十
分
に
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
席
の
「
処
暑
の
寺
」（
阿
部
　
友
子
）
で
は
、

　
　
真
剣
に
生
き
て
叱
ら
れ
春
の
泥

　
　
仏
像
の
胡
坐
崩
し
て
処
暑
の
寺

　
　
故
郷
は
つ
ぶ
れ
た
柿
の
匂
い
な
り

等
に
、
視
線
の
確
か
さ
と
濃
密
な
佇
ま
い
を
シ
リ
ア
ス
に
垣
間
み

せ
た
力
作
は
快
さ
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　
第
三
席
に
は
「
不
死
鳥
」（
保
田
　
尚
子
）
を
推
し
ま
し
た
。

　
　
春
水
を
脱
い
で
不
死
鳥
と
ぶ
構
え

　
　
俳
壇
の
闇
を
問
い
た
る
鉦
叩

　
　
冬
帝
の
野
心
を
追
え
ば
変
異
株

　
等
の
作
品
の
少
し
違
う
角
度
か
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
惹
か
れ
ま

し
た
が
、
や
や
強
引
な
作
品
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
旨
く
ま

と
め
て
い
る
感
じ
で
し
た
。

　
第
四
席
に
は「
ダ
ダ
の
空
」（
山
口
　
智
子
）を
推
し
ま
し
た
が
、

可
成
り
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
作
品
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
白
黒
を
問
わ
れ
て
秋
の
空
と
い
う

　
　
心
臓
の
ど
の
部
屋
も
澄
み
秋
の
海

　
　
雪
降
る
や
二
人
に
違
う
時
間
過
ぐ

　
そ
の
作
品
が
内
蔵
す
る
問
題
意
識
を
痛
く
感
じ
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
「
青
林
檎
」（
上
石
久
美
子
）
で
は
、

　
　
秋
澄
む
日
読
め
ぬ
点
字
に
触
れ
て
い
る

　
　
梨
を
剥
く
さ
っ
き
の
嘘
を
滴
ら
し

　
　
蜥
蜴
居
る
同
じ
動
悸
を
持
っ
て
居
る

等
々
の
諸
作
に
注
目
し
ま
し
た
。

　
振
り
返
っ
て
、
何
れ
に
し
て
も
応
募
作
品
二
十
句
を
揃
え
る
事

は
容
易
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
意
欲
を
今
回
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第26回山口県現代俳句賞　応募作品評価票

選者名
作品名

木
村
植
垣
川
崎
月
森
久
行
採
点

選者名
作品名

木
村
植
垣
川
崎
月
森
久
行
採
点

1 野 菊 5 2 ○ 7 12 霜 の 家 ○

2 初 時 雨 ○ 1 3 4 13 月 の 客 ○

3 水 の 国 ○ 14 周 防 高 森 ○

4 処 暑 の 寺 ○ ○ 5 4 9 15 春 隣 ○

5 道 祖 神 ○ 3 ○ 2 5 16 色 あ る 風 1 1

6 秋から冬へ ○ ○ 17 凛 と し て ○ 4 ○ 4

7 ダ ダ の 空 4 5 2 11 18 寒 の 明 け 2 ○ ○ 2

8 け じ め 1 ○ 1 19 青 林 檎 ○ ○ 1 1

9 魔女の止まり木 5 4 ○ 5 14 20 不 死 鳥 3 2 4 3 3 15

10 八 代 の 鶴 21 白 障 子 1 ○ ○ 1

11 淑 気 ○ ○

� （註）○印は佳作

　今回の応募作品２０句（２１篇）を、事務局で
無記名清記のうえ、各選者に１位から５位及び佳
作５篇を選していただきました。
　その結果、下記のとおりとなりました。高得点
の「不死鳥」に受賞が決定いたしました。
　多数の応募ありがとうございました。
　尚、選後評の作者名は事務局で挿入しました。
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作
品
鑑
賞
（
第
八
十
五
号
）	

槇
田
　
敦
子
　

　
　
麦
踏
み
や
父
の
足
跡
つ
い
て
ゆ
く	

石
川
　
芳
己

　
遠
く
記
憶
を
辿
れ
ば
麦
踏
み
を
し
て
い
る
父
が
居
る
。
実
直
丁

寧
な
そ
の
後
ろ
姿
を
追
う
詠
者
。
お
父
様
へ
の
感
謝
の
気
持
と
こ

れ
か
ら
進
む
道
へ
の
決
意
も
眼
前
に
広
が
る
。
味
わ
い
深
い
一
句
。

　
　
舞
ひ
な
が
ら
浄
土
と
思
ふ
雪
婆	

伊
藤
　
愛
子

　
空
中
を
青
白
く
光
な
が
ら
浮
遊
す
る
綿
虫
。
雪
婆
が
飛
ぶ
と
雪

が
降
る
。
大
空
深
く
降
っ
て
来
る
雪
を
見
な
が
ら
浄
土
へ
思
い
を

馳
せ
る
。
そ
の
臨
場
感
を
鋭
い
感
覚
で
捉
え
、
書
き
き
っ
た
。

　
　
初
冬
の
潮
満
つ
る
川
鵜
の
郡
る
る	

井
原
三
都
子

　
破
調
の
絶
明
。
二
つ
に
分
か
れ
た
景
を
「
満
つ
る
」「
群
る
る
」

の
動
詞
が
結
び
つ
け
る
。
初
冬
の
景
色
は
、「
潮
」「
鵜
」
で
犇
め

き
あ
っ
て
く
る
。
や
が
て
来
る
厳
冬
へ
具
象
の
二
物
が
ひ
か
る
。

　
　
騙
さ
れ
て
し
ま
い
た
き
日
の
酔
芙
蓉	

上
石
久
美
子

　
精
心
的
苦
痛
を
感
じ
、
苦
し
い
、
辛
い
、
や
る
せ
な
い
と
い
う

心
情
が
、
酔
芙
蓉
で
見
事
に
表
現
さ
れ
た
。
騙
さ
れ
て
も
良
い
と

い
う
奥
ゆ
か
し
い
優
し
さ
は
、
移
ろ
う
花
の
色
に
転
写
さ
れ
た
。

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
跳
ね
て
土
筆
の
土
手
帰
る	

上
重
　
石
峰

　
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
り
、
土
手
の
土
筆
も
詠
者
も
心
踊
ら
せ
て

い
る
。
懐
し
い
情
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
土
筆
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
演

目
の
数
々
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
時
を
鑑
覚
者
に
与
え
て
く
れ
た
。

　
　
石
蕗
の
花
斜
め
斜
め
を
生
き
抜
き
ぬ	

上
野
　
昭
子

　
斜
め
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
、
一
句
を
引
き
締
め
、
強
い
覚
悟
を
物

語
る
。
人
生
の
風
雪
に
耐
え
な
が
ら
生
き
抜
く
姿
を
、
路
傍
に
可

憐
に
咲
く
石
蕗
の
花
の
柔
か
な
瞬
き
は
、
生
き
る
支
え
で
も
あ
る
。

　
　
青
い
地
球
写
る
の
は
か
の
菊
慈
童
の
瞳	

上
原
　
祥
子

　
菊
慈
童
と
は
、
菊
の
露
を
飲
み
不
老
長
寿
に
な
っ
た
人
。
又
、

ラ
テ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
に
由
来
す
る
テ
ラ
は
青
く
美
し
い
。
地

球
讃
歌
も
聞
こ
え
て
来
る
大
景
を
、
小
さ
な
瞳
の
中
に
再
現
し
た
。

　
　
も
の
の
芽
の
ほ
ぐ
れ
る
を
待
つ
淋
し
が
り	

岡
田
　
　
薫

　
寒
い
冬
を
耐
え
た
も
の
の
芽
た
ち
、
春
の
風
を
待
ち
、
ほ
ぐ
れ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
瞳
差
し
は
、
優
し
く
し
っ
と
り
と
広
が
る
。

　
　
も
う
一
度
弾
け
て
み
た
い
鳳
仙
花	

尾
倉
　
雅
人

　
花
色
は
豊
富
で
夏
の
花
と
し
て
植
え
ら
れ
る
。
種
は
熟
す
と
軽

く
触
れ
る
だ
け
で
は
じ
け
飛
び
散
る
。
島
倉
千
代
子
の
代
表
曲
に

も
あ
り
、
叶
わ
ぬ
夢
を
追
う
刹
那
を
存
分
に
言
い
尽
く
さ
れ
た
。

　
　
春
耕
や
職
歴
曰
く
言
い
難
し	

片
山
　
淳
子

　
春
を
迎
え
る
田
圃
に
欠
か
せ
な
い
春
耕
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り

一
日
中
無
心
に
風
に
吹
か
れ
る
。
達
感
し
た
境
地
に
「
曰
く
」「
言

い
」
の
頭
韻
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
響
き
、
新
鮮
か
つ
効
果
的
。

　
　
筍
の
二
本
こ
ろ
が
る
勝
手
口	

河
村
加
南
子

　「
筍
置
い
と
く
ね
。」
声
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
一
句
。
土
の
匂
い
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の
掘
り
た
て
の
筍
が
二
本
置
い
て
あ
る
。
日
常
の
庶
民
の
台
所
の

一
コ
マ
を
活
写
し
、
瑞
々
し
い
筍
は
明
る
く
輝
い
た
。

　
　
そ
の
中
に
父
の
声
す
る
冬
木
の
芽	

河
村
　
正
浩

　
繊
細
で
美
し
く
凛
然
と
し
た
冬
木
の
芽
。
そ
の
中
に
聞
き
取
れ

た
お
父
様
の
声
。鋭
角
的
に
捉
え
ら
れ
、抒
情
は
大
き
く
広
が
っ
た
。

俳
句
と
い
う
器
の
広
さ
、
許
容
量
の
深
さ
を
改
め
て
実
感
。

　
　
コ
ス
モ
ス
の
ど
こ
も
正
面
揺
れ
や
ま
ず	

木
戸
　
明
子

　
コ
ス
モ
ス
は
、
ど
の
方
向
か
ら
見
て
も
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ

る
。
総
身
で
喜
び
を
表
現
す
る
コ
ス
モ
ス
の
姿
を
直
視
さ
れ
た
。

　
　
誰
を
待
つ
お
い
で
〳
〵
と
ス
ス
キ
原	

木
村
　
幸
子

　
淋
し
が
り
屋
の
ス
ス
キ
を
詠
ま
れ
た
一
句
。
広
い
野
原
の
ス
ス

キ
達
は
人
恋
し
と
揺
れ
る
。
お
い
で
〳
〵
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
、
物

語
を
生
み
、
悠
久
の
時
は
穏
や
か
に
過
ぎ
て
ゆ
く
。
心
惹
れ
る
句
。

　
　
カ
ー
テ
ン
に
涼
風
吸
わ
せ
未
来
向
く	
河
内
山
裕
見

　
詩
的
表
現
「
カ
ー
テ
ン
に
風
を
吸
わ
せ
る
」
に
意
表
を
つ
か
れ

た
。
涼
風
を
思
い
切
り
吸
っ
た
カ
ー
テ
ン
と
共
に
前
向
き
に
な
る
。

　
　
も
う
少
し
縫
ふ
糸
通
す
夜
長
か
な	

河
野
　
悦
子

　
秋
の
夜
、
縫
い
物
を
続
け
る
詠
者
が
見
え
る
。
縫
糸
の
長
さ
は

夜
の
長
さ
か
も
し
れ
な
い
。
心
地
良
い
夜
だ
か
ら
、
縫
物
も
進
む
。

　
　
凧
へ
詩
人
の
貌
の
道
祖
人	

清
木
た
か
し

　
疫
病
や
悪
霊
を
防
ぐ
神
道
祖
人
。
自
然
を
尊
び
つ
つ
、
風
土
性

に
光
を
当
て
ら
れ
た
。「
詩
人
の
貌
」
に
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
た
。

　
　
認
知
症
検
査
終
り
て
冬
う
ら
ら	

武
居
　
絹
枝

　
自
動
車
運
転
免
許
更
新
時
に
受
け
る
検
査
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

新
し
い
免
許
証
を
い
た
だ
い
た
安
堵
感
が
良
く
伝
わ
る
。
生
活
手

段
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
車
を
続
け
て
運
転
で
き
る
喜
び
が
見
え
る
。

　
　
鬼
灯
を
さ
け
ば
袋
の
中
ひ
ろ
き	

竹
本
チ
ヱ
子

　
着
眼
点
の
眩
し
さ
に
感
動
。
鬼
灯
の
中
が
広
か
っ
た
と
い
う
意

外
性
へ
の
驚
き
、
季
語
の
器
の
奥
行
を
丁
寧
に
掬
い
上
げ
た
一
句
。

　
　
豊
か
な
る
世
に
生
き
落
穂
拾
い
け
り	

橘
　
　
美
泉

　
豊
か
だ
か
ら
こ
そ
些
細
な
事
を
大
切
に
す
る
喜
び
を
詠
っ
た
。

落
穂
を
拾
う
真
剣
な
眼
差
し
は
、
使
い
捨
て
時
代
へ
の
警
鐘
に
も

聞
こ
え
る
。
一
本
の
落
穂
だ
か
ら
こ
そ
感
謝
や
感
動
が
溢
れ
る
。

　
　
放
課
後
に
バ
ッ
ハ
の
フ
ー
ガ
う
ろ
こ
雲	

田
中
　
和
子

　
空
一
面
の
う
ろ
こ
雲
を
バ
ッ
ハ
の
フ
ー
ガ
で
煎
じ
結
め
ら
れ
た
。

複
雑
に
模
倣
、
反
復
さ
れ
る
曲
調
と
う
ろ
こ
雲
の
見
事
な
共
演
。

　
　
風
鈴
の
音
色
泳
が
せ
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス	

田
中
　
賢
治

　
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
泳
ぐ
風
鈴
の
音
色
、
華
や
か
な
、
涼
や
か
な

吟
詠
で
あ
る
。
発
想
力
の
自
由
度
、
音
色
の
映
像
化
な
ど
、
弾
け

る
程
優
雅
で
、
魅
力
的
な
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
す
ず
虫
や
ハ
ー
ト
の
翅
を
ふ
る
わ
せ
る	

田
中
美
和
子

　
翅
の
か
た
ち
を
ハ
ー
ト
と
捉
え
た
慧
眼
力
。
夕
闇
に
メ
ス
を
招

じ
寄
せ
る
為
に
、
二
枚
の
翅
を
こ
す
り
合
せ
る
虫
達
の
恋
の
ロ
マ

ン
ス
を
、
４
Ｋ
画
像
の
よ
う
に
輝
か
せ
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
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作
品
鑑
賞
（
第
八
十
五
号
）	

岡
田
　
　
薫
　

　
　
病
む
人
の
木
戸
に
も
鍵
や
十
薬
咲
く	

千
々
和
美
佐
子

　
介
護
が
必
要
な
知
り
合
い
は
、
毎
日
が
孤
独
地
獄
だ
と
言
う
。

毎
日
来
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
勝
手
口
の
鍵
を
預
け
命
を
繋
ぐ
。
十

薬
の
真
白
か
ら
連
想
さ
れ
る
人
生
は
少
し
淋
し
い
。

　
　
茹
で
上
げ
し
冬
蛸
正
座
致
し
け
り	

土
手
　
敏
子

　
大
鍋
で
茹
で
上
げ
ら
れ
た
蛸
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
賑
や
か
な
光

景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
蛸
の
「
正
座
」
が
笑
い
を
誘
う
。

　
　
廃
れ
屋
に
咲
き
誇
り
た
る
凌
霄
花	

中
田
　
裕
子

　
か
つ
て
こ
の
家
に
は
間
違
い
な
く
幸
せ
が
あ
っ
た
の
だ
。
取
り

壊
す
こ
と
も
儘
な
ら
な
い
主
の
居
な
い
庭
に
咲
き
誇
る
火
の
色
の

凌
霄
花
は
、
先
細
り
し
て
ゆ
く
現
代
の
象
徴
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
蜘
蛛
の
囲
や
見
え
る
風
よ
り
糸
を
張
る	

西
村
　
玲
子

　
頬
を
撫
で
る
小
さ
な
風
が
吹
い
た
。
蜘
蛛
が
糸
を
垂
ら
し
て
横

切
っ
た
の
か
。
無
音
の
風
は
銀
糸
と
な
り
具
現
化
さ
れ
た
の
だ
。

　
　
夜
泣
石
の
右
へ
寄
り
添
う
杜
鵑
草	

野
村
み
ど
り

　
山
口
市
湯
田
温
泉
に
豊
後
の
大
内
氏
か
ら
送
ら
れ
た
と
伝
わ
る

石
が
あ
る
。
故
国
を
恋
し
が
り
泣
く
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

「
永
遠
」
の
花
言
葉
を
持
つ
杜
鵑
草
が
時
折
淋
し
く
揺
れ
る
。

　
　
干
潮
の
浜
に
人
無
く
年
寄
り
の
多
い
町	

久
光
　
良
一

　
年
寄
り
だ
ら
け
を
憂
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
作
者
は
な
か

な
か
の
気
概
の
持
ち
主
だ
。
作
者
の
句
に
「
空
振
り
で
も
い
い
今

日
を
フ
ル
ス
イ
ン
グ
す
る
」
が
あ
る
。
結
果
よ
り
過
程
が
大
事
。

　
　
鳩
尾
が
少
し
愉
快
に
春
の
雷	

久
行
　
保
徳

　
雷
鳴
の
中
、
合
の
手
の
よ
う
に
吃
逆
が
で
る
。
実
は
横
隔
膜
は

も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
だ
。
辛
さ
も
ユ
ー
モ
ア
に
変
換
。
流
石
。

　
　
わ
く
ら
葉
や
切
手
を
貼
ら
ぬ
手
紙
あ
り	

平
川
扶
久
美

　
わ
く
ら
葉
を
発
見
し
て
何
ら
か
の
事
情
で
出
し
そ
び
れ
た
手
紙

の
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
感
傷
も
「
あ
り
」

と
客
観
描
写
す
る
こ
と
で
読
み
手
の
想
像
を
掻
き
立
て
る
。

　
　
人
住
ま
ぬ
庭
を
占
拠
の
泡
立
草	

藤
井
　
邦
子

　
か
つ
て
あ
っ
た
は
ず
の
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
は
あ
っ
と
い

う
間
に
泡
立
草
に
駆
逐
さ
れ
る
。
散
歩
中
、
よ
く
見
か
け
る
光
景

に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
歴
史
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
　
黙
尽
く
す
土
偶
の
乳
房
山
笑
う	

藤
井
八
重
子

　
女
性
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
多
く
の
土
偶
は
、
只
々
生
命
の
再
生

を
祈
る
。
山
々
の
芽
吹
き
は
新
し
い
命
の
誕
生
を
祝
う
。

　
　
秋
蝶
と
急
ぎ
渡
れ
り
交
差
点	

堀
口
　
孝
子

　
多
化
し
た
蝶
が
し
ば
し
ば
秋
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
朝
夕
の

寒
さ
に
翅
を
休
め
る
場
所
を
求
め
て
温
い
交
差
点
に
来
た
の
か
。

　
　
深
夜
落
雷
ひ
と
り
み
ち
び
く
結
論	

堀
　
　
節
誉

　
落
雷
は
近
く
に
遠
く
に
。難
解
な
数
式
は
解
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
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「
み
ち
び
く
」
は
、
や
る
せ
な
い
深
夜
の
時
間
経
過
を
勝
手
に
想

像
し
て
し
ま
う
。
人
生
の
数
式
に
は
解
の
な
い
事
も
多
い
。

　
　
枇
杷
の
種
こ
つ
ん
と
叱
責
さ
れ
た
日
よ	

槇
田
　
敦
子

　
枇
杷
を
取
り
合
っ
て
は
種
を
並
べ
た
も
の
だ
。「
お
姉
ち
ゃ
ん

で
し
ょ
」
と
妣
の
声
が
し
た
。
時
が
巻
き
戻
さ
れ
た
の
だ
。

　
　
う
つ
し
世
は
夢
か
檸
檬
を
噛
ん
で
い
る	

松
本
　
清
水

　
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
百
年
足
ら
ず
の
命

を
精
一
杯
生
き
抜
く
。
時
に
そ
れ
は
儚
い
と
気
づ
く
。
銀
河
の
形

の
檸
檬
は
前
世
よ
り
ギ
フ
ト
さ
れ
た
命
そ
の
も
の
だ
。

　
　
校
長
が
瓜
坊
を
追
う
二
時
間
目	

三
野
　
公
子

　
母
猪
と
逸
れ
校
庭
に
迷
い
込
ん
だ
瓜
坊
を
、
山
へ
戻
そ
う
と
し

て
い
る
校
長
。
視
覚
聴
覚
に
加
え
嗅
覚
ま
で
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　
　
青
天
に
稲
刈
る
匂
い
撒
き
散
ら
す	
森
口
　
育
美

　
田
ん
ぼ
か
ら
吹
い
て
く
る
風
に
乗
っ
て
藁
の
匂
い
が
す
る
。
青

空
の
下
で
米
を
収
穫
す
る
喜
び
と
矜
持
を
い
き
い
き
と
感
じ
る
。

　
　
生
活
と
平
行
に
伸
び
ゆ
く
燕	

村
上
　
舞
香

　
人
家
の
軒
先
で
営
巣
す
る
燕
。
カ
ラ
ス
や
蛇
か
ら
我
が
子
を
守

る
た
め
に
ら
し
い
。
必
然
を
「
平
行
に
伸
び
ゆ
く
」
と
表
現
す
る

感
性
が
若
々
し
い
。
鳶
な
ど
、
ね
じ
り
の
位
置
に
い
て
欲
し
い
。

　
　
家
系
図
に
踏
ん
ば
っ
て
い
る
家
守
か
な	

保
田
　
尚
子

　
ど
う
に
か
、
跡
継
ぎ
を
書
き
足
す
事
が
で
き
た
の
か
。
百
年
後

の
日
本
の
人
口
は
現
在
の
３
分
の
１
と
い
う
試
算
が
あ
る
。

　
　
木
犀
の
闇
足
音
を
隠
し
け
り	

安
永
　
一
孝

　
木
犀
の
花
は
、
一
年
に
一
週
間
ほ
ど
自
分
の
存
在
を
強
い
香
り

で
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
そ
の
七
日
間
、
咽
ぶ
香
り
の
闇
は
あ
ら
ゆ
る

音
の
侵
入
を
許
さ
な
い
。
何
か
に
懺
悔
す
る
か
の
よ
う
に
。

　
　
足
の
向
く
先
に
補
陀
落
秋
の
雲	

山
口
　
智
子

　
澄
み
渡
る
空
の
下
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
散
歩
す
る
の
が
好

き
だ
。
「
秋
の
雲
」
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
補
陀
落
浄
土
に
向

か
っ
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
事
に
感
謝
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
万
緑
を
丸
ご
と
か
か
え
無
人
駅	

山
下
　
悦
子

　
テ
レ
ビ
で
見
た
秘
境
駅
を
想
像
し
て
し
ま
っ
た
。
溢
れ
る
緑
の

中
に
短
い
ホ
ー
ム
の
駅
。
深
呼
吸
す
れ
ば
総
て
の
細
胞
が
喜
ぶ
。

　
　
蓮
の
花
鐘
撞
堂
を
囲
み
た
り	

山
戸
み
え
子

　
広
島
の
平
和
公
園
か
。
平
和
の
鐘
を
蓮
池
が
ず
っ
と
見
守
っ
て

い
る
。
永
久
の
平
和
を
誓
い
誰
も
が
頭
を
垂
れ
る
。
八
月
の
早
朝

蓮
の
花
は
合
掌
を
解
い
て
ポ
ン
と
開
く
。

　
　
紅
葉
し
て
さ
り
と
て
本
音
は
変
わ
ら
な
い	

山
縣
　
愁
平

　
く
っ
き
り
と
し
た
映
像
の
次
に
は
っ
き
り
と
し
た
心
象
。
読
み

手
に
委
ね
ら
れ
た
句
は
勝
手
に
ド
ラ
マ
を
作
る
。

　
　
父
の
忌
も
母
の
忌
も
来
て
金
木
犀	

松
原
　
君
代

　
実
感
の
こ
も
っ
た
句
。
バ
タ
バ
タ
と
二
つ
の
忌
日
を
済
ま
せ
る

と
、
い
つ
し
か
金
木
犀
の
花
期
に
。
秋
空
の
下
、
甘
い
匂
い
に
触

発
さ
れ
沢
山
の
思
い
出
が
語
り
継
が
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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春
の
風	

石
　
川
　
芳
　
己

	

（
周
南
）
　

天
空
の
棚
田
に
春
の
風
座
る

若
緑
眩
し
く
萌
ゆ
る
長
門
峡

な
つ
か
し
き
母
の
浜
唄
島
の
春

貝
寄
風
や
父
の
小
舟
の
大
漁
旗

春
風
や
片
付
け
済
み
し
四
畳
半

　
　
雀
の
子	

市
　
川
　
邦
　
子

	

（
光
）
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
着
く
頃
雀
の
子

ト
ラ
ッ
ク
を
止
め
て
見
上
げ
る
花
樗

老
鶯
の
二
声
雨
を
告
げ
る
こ
え

交
信
は
浜
昼
顔
の
揺
る
ぎ
か
ら

白
靴
に
透
き
間
が
少
し
砂
時
計

　
　
あ
か
と
き	

井
　
原
　
三
都
子

	

（
光
）
　

マ
ス
ク
し
て
黙
の
け
も
の
と
な
る
月
光

遠
忌
か
な
カ
ラ
ス
こ
っ
ち
向
け
花
え
ん
ど
う

白
れ
ん
の
万
燈
の
ご
と
風
の
谷

風
光
る
猛
禽
影
を
バ
サ
と
置
く

あ
か
と
き
の
夏
つ
ば
く
ろ
よ
く
喋
る

　
　
夕
薄
暑	

上
　
石
　
久
美
子

	

（
下
松
）
　

寒
卵
丸
み
忘
れ
て
寝
返
り
す

新
し
き
句
帳
の
眩
し
春
灯

草
萌
え
て
缶
蹴
ら
れ
音
寂
し

老
鶯
の
し
な
や
か
な
語
尾
見
え
て
お
り

白
き
歯
の
真
顔
に
直
る
夕
薄
暑

　
　
逃
　
水	

上
　
重
　
石
　
峰

	

（
岩
国
）
　

風
待
ち
の
宿
の
日
溜
り
孕
猫

牡
丹
の
芽
遺
骨
抱
い
て
島
の
寺

愛
の
日
や
真
砂
女
と
酒
と
一
丁
目

三
寒
も
四
温
も
愛
で
て
山
羊
の
乳

逃
水
は
初
恋
の
ご
と
あ
り
に
け
り

会

員

作

品
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恋
　
猫	

上
　
野
　
昭
　
子

	

（
光
）
　

恋
猫
の
恋
の
お
わ
り
の
門
の
内

渾
身
の
膝
立
ち
上
が
る
初
燕

存
分
に
生
き
た
つ
も
り
の
菫
か
な

三
月
の
山
三
月
の
川
飽
き
ず

九
段
坂
時
々
桜
爆
発
す

　
　
夏
め
い
て	

上
　
原
　
祥
　
子

	

（
周
南
）
　

老お

い
ぬ
れ
ば
花
に
痛
み
し
夕
べ
か
な

時
・
悼
み
花
撒ま

き
に
け
り
道
す
が
ら

東と
う
ぼ
く北
に
花
を
零
し
て
地
震
の
這
ふ

夏
め
い
て
空
の
鳥
な
ど
聲
も
な
く

薄
暑
か
な
時
を
つ
か
ん
で
漢
在
り

　
　
秋
夕
焼	

岡
　
田
　
　
　
薫

	

（
光
）
　

風
紋
は
地
球
の
美
学
春
の
闇

尻
文
字
で
大
き
く
「
ゆ
」
の
字
夏
休
み

跪
け
ば
そ
こ
は
サ
バ
ン
ナ
秋
夕
焼

ゆ
き
ず
り
の
鳥
し
あ
わ
せ
ね
返
り
花

し
ば
ら
く
は
地
軸
に
ギ
ブ
ス
山
眠
る

　
　
ラ
グ
ビ
ー	

尾
　
倉
　
雅
　
人

	

（
下
関
）
　

生
き
方
を
忘
れ
た
順
に
冬
眠
す

前
夜
に
は
ス
パ
イ
ク
磨
く
ラ
ガ
ー
等
よ

ラ
グ
ビ
ー
や
魔
法
の
薬
缶
は
ど
こ
行
っ
た

母
の
味
棄
て
て
ネ
ッ
ト
の
お
節
か
な

彼
の
人
に
よ
く
似
た
顔
や
ど
ん
ど
の
火

　
　
曲
り
角	

片
　
山
　
淳
　
子

	

（
柳
井
）
　

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
誕
生
月
五
月

夏
の
蝶
ど
こ
へ
行
き
つ
く
か
は
秘
密

曲
り
角
し
っ
か
り
曲
り
敗
戦
日

秋
風
を
待
つ
新
し
い
蝶
番

し
っ
ぽ
持
つ
も
の
の
集
ま
る
月
夜
か
な

　
　
牡
丹
の
芽	

河
　
村
　
加
南
子

	

（
周
南
）
　

槢
先
に
緑
ほ
ん
の
り
一
葉
忌

一
喉
の
魚
を
捌
い
て
凍
返
る

冬
椿
備
前
の
壺
に
た
っ
ぷ
り
と

溜
色
の
艶
し
っ
と
り
と
牡
丹
の
芽

旅
箪
笥
母
の
遺
品
の
朧
め
く
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賢
者
の
貌	

河
　
村
　
正
　
浩

	

（
下
松
）
　

天
網
に
あ
や
か
り
蜘
蛛
は
囲
を
張
り
ぬ

踏
ん
ば
つ
て
蜘
蛛
は
逆
さ
に
非
常
口

逆
さ
ま
に
蜘
蛛
は
こ
の
世
を
見
て
を
り
ぬ

蜘
蛛
の
囲
に
蜘
蛛
は
賢
者
の
貌
で
ゐ
る

国
宝
に
踏
ん
ば
つ
て
ゐ
る
女
郎
蜘
蛛

　
　
う
ら
ら
か
に	

木
　
村
　
幸
　
子

	

（
宇
部
）
　

妣
見
舞
い
日
々
走
っ
た
道
冬
の
今
日

鳥
雲
に
主
な
き
庭
に
花
は
舞
う

桜
散
る
ま
さ
か
の
ま
さ
か
ダ
イ
ビ
ン
グ

プ
ー
チ
ン
の
と
な
り
は
日
本
春
嵐

う
ら
ら
か
や
庭
の
手
入
れ
と
布
団
干
し

　
　
鯉
の
ぼ
り	

河
内
山
　
裕
　
見

	

（
宇
部
）
　

追
憶
の
ミ
ニ
鯉
の
ぼ
り
ほ
ろ
苦
き

思
ひ
や
る
嘘
め
ぐ
ら
せ
て
日
脚
の
ぶ

省
略
の
で
き
ぬ
過
去
に
春
の
宵

不
確
か
な
老
後
の
光
湯
気
立
て
り

冬
銀
河
詫
び
て
も
足
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り

　
　
初
日
の
出	

河
　
野
　
悦
　
子

	

（
山
口
）
　

嬉
嬉
と
赤
や
が
て
は
鬼
気
に
曼
珠
沙
華

初
日
の
出
た
な
び
く
雲
を
押
し
開
き

赤
き
実
へ
赤
き
も
の
へ
と
寒
夕
焼

コ
ロ
ナ
禍
へ
窓
開
け
放
つ
寒
夜
か
な

日
だ
ま
り
に
羽
虫
の
世
界
彼
岸
か
な

　
　
菊
人
形	

せ
い
き
　
た
か
し

	

（
下
松
）
　

木
の
葉
降
る
喪
中
葉
書
を
風
に
し
て

ど
ん
ど
焼
知
ら
ぬ
児
の
来
て
餅
を
や
く

切
手
シ
ー
ト
三
枚
程
の
賀
状
か
な

ピ
カ
ソ
に
も
勝
る
出
来
栄
え
福
笑

信
長
も
光
秀
も
今
菊
人
形

　
　
山
　
桜	

田
　
中
　
和
　
子

	

（
宇
部
）
　

さ
え
ず
り
や
千
本
鳥
居
ひ
た
登
る

山
桜
め
で
る
友
無
き
訃
報
か
な

春
の
虹
馬
形
埴
輪
駆
け
て
ゆ
く

黄
水
仙
関
係
な
い
と
す
ね
て
居
る

野
点
席
青
い
切
子
に
夏
来
た
る



－ 16－－ 17－

　
　
笹
　
舟	

竹
　
本
　
チ
ヱ
子

	

（
光
）
　

夏
兆
す
跳
箱
一
人
と
ぶ
男
の
子

昭
和
の
日
馳
走
は
大
き
オ
ム
ラ
イ
ス

茶
店
ま
で
八
十
八
夜
の
茶
を
買
い
に

山
寺
の
鰐
口
一
打
夏
に
入
る

清
明
や
笹
舟
池
に
流
し
け
り

　
　
花
び
ら	

橘
　
　
　
美
　
泉

	

（
下
松
）
　

階
き
ざ
は
しに
花
び
ら
鎮
め
祀
り
終
ゆ

花
蘇
芳
咲
い
て
父
の
忌
荷
風
の
忌

初
つ
ば
め
車
先
導
湖
の
道

白
き
花
師
に
賜
は
り
し
ア
マ
ド
コ
ロ

苑
に
撮
る
花
嫁
御
寮
立
夏
か
な

　
　
猫
の
日	

千
々
和
　
美
佐
子

	

（
下
松
）
　

花
吹
雪
地
上
に
暫
し
曼
陀
羅
図

背
鳴
る
ラ
ヂ
オ
体
操
春
の
風

猫
の
日
や
二
月
の
猫
は
よ
く
笑
う

火
の
匂
い
纏
う
て
戻
る
野
焼
か
な

万
愚
節
友
は
優
し
い
嘘
を
つ
く

　
　
若
　
楓	

土
　
手
　
敏
　
子

	

（
周
防
大
島
）
　

白
木
蓮
手
漉
き
和
紙
な
る
ベ
ビ
ー
靴

一
国
の
あ
る
じ
ひ
た
な
る
で
ん
で
虫

過
疎
と
言
う
か
ざ
に
戻
り
し
青
岬

傍
日
に
は
知
れ
ぬ
幸
せ
返
り
花

朝
な
さ
な
襲
百
態
若
楓

　
　
薫
　
風	

中
　
田
　
裕
　
子

	

（
下
松
）
　

口
笛
を
五
月
の
風
に
乗
せ
て
行
く

竹
の
子
の
伸
び
る
に
ま
か
せ
峡
の
里

裏
山
の
色
ふ
く
ら
ま
す
若
葉
雨

つ
ば
め
来
て
ざ
わ
つ
く
軒
と
な
り
に
け
り

薫
風
に
弾
み
を
つ
け
て
ボ
ー
ル
打
つ

　
　
紙
　
雛	

西
　
村
　
玲
　
子

	

（
下
松
）
　

神
主
の
間
隔
開
け
と
豆
を
撒
く

紙
雛
の
眼
の
な
い
顔
の
視
線
か
な

耕
運
機
静
か
に
止
ま
る
蕗
の
薹

菜
の
花
の
お
堂
の
玻
璃
を
拝
む
か
な

巡
礼
の
二
手
に
別
れ
春
時
雨



－ 18－－ 19－

　
　
更
　
衣	

野
　
村
　
み
ど
り

	

（
周
南
）
　

薫
風
を
両
手
に
量
り
稚
の
試
歩

は
ん
な
り
と
言
の
葉
返
す
藤
の
花

自
販
機
の
水
に
も
慣
れ
て
更
衣

日
の
翳
り
遠
く
に
更
衣
き
た
る

春
蘭
に
誘
は
れ
た
る
碑
の
背
裏

　
　
長
い
夜	

久
　
光
　
良
　
一

	

（
田
布
施
）
　

何
も
し
な
い
で
い
い
好
日
と
い
う
退
屈

年
賀
状
出
せ
ば
寒
い
訃
報
が
返
っ
て
く
る

傘
が
一
本
残
っ
た
雨
あ
が
り
の
傘
立
て

縮
ん
だ
こ
こ
ろ
に
大
き
な
海
を
見
せ
に
ゆ
く

う
つ
つ
の
淵
を
浮
い
て
沈
ん
で
長
い
夜

　
　
後
の
月	

久
　
行
　
保
　
徳

	

（
周
南
）
　

棚
田
ま
で
九
十
九
折
行
く
ね
ぶ
の
花

音
沙
汰
の
如
く
艶
め
く
曼
珠
沙
華

は
ん
な
り
と
千
代
菊
月
の
橋
渡
る

善
人
の
積
り
の
つ
も
り
後
の
月

方
言
の
睦
む
出
雲
の
垂
り
雪

　
　
キ
ャ
ン
ベ
ル
缶	

平
　
川
　
扶
久
美

	

（
下
関
）
　

万
葉
の
衣
擦
れ
引
い
て
秋
の
蝶

桐
一
葉
天
使
の
羽
根
は
生
え
変
わ
る

日
を
束
ね
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
風
は
秋

キ
ャ
ン
ベ
ル
缶
に
根
付
く
ハ
ー
ブ
や
開
戦
日

線
描
の
鳩
の
飛
び
立
つ
冬
木
立

　
　
君
子
蘭	

藤
　
井
　
邦
　
子

	

（
下
松
）
　

ギ
タ
ー
の
音
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
薄
暑
か
な

ハ
ー
ブ
咲
く
丘
に
登
り
て
深
呼
吸

新
築
の
庭
に
小
振
り
な
鯉
幟

小
粒
な
れ
ど
媼
育
て
し
さ
く
ら
ん
ぼ

君
子
蘭
人
気
を
占
め
る
美
容
院

　
　
初
　
夢	

藤
　
井
　
サ
カ
エ

	

（
下
松
）
　

初
夢
は
ペ
ン
ギ
ン
す
い
す
い
空
を
飛
ぶ

初
彫
の
刀
を
確
か
む
指
の
腹

日
向
ぼ
こ
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
と
游
い
で
い
た

終
活
の
ア
ル
バ
ム
重
し
時
雨
け
り

こ
ん
な
に
も
雪
は
真
っ
白
だ
っ
た
ん
だ



－ 18－－ 19－

　
　
夜
の
秋	

藤
　
井
　
八
重
子

	

（
下
松
）
　

口
止
め
の
人
差
指
や
金
魚
鉢

秋
草
を
小
さ
く
活
け
て
菓
子
処

父
母
へ
句
点
読
点
夜
の
秋

古
民
家
に
二
体
の
小
芥
子
冴
え
返
る

大
昼
寝
終
の
住
処
を
こ
こ
と
決
め

　
　
野
水
仙	

藤
　
井
　
康
　
文

	

（
周
　
南
）
　

初
夢
と
言
え
ど
仏
の
手
の
平
よ

梅
一
輪
一
歩
も
引
か
ぬ
白
さ
か
な

廃
船
の
航
く
か
た
ち
し
て
野
水
仙

竜
天
に
登
る
タ
イ
ヤ
は
野
晒
し
に

機
関
車
の
よ
う
な
貌
し
て
野
火
走
る

　
　
葱
坊
主	

堀
　
口
　
孝
　
子

	

（
周
南
）
　

春
愁
や
孫
の
手
紙
を
読
み
返
し

流
れ
藻
を
食
む
黒
鯉
や
夏
来
る

動
物
園
古
り
し
巣
箱
の
中
展
示

腹
い
つ
ぱ
い
風
を
呑
み
た
る
鯉
の
ぼ
り

姿
勢
よ
き
葱
坊
主
に
は
凝
り
の
な
し

　
　
刻
　
々	

堀
　
　
　
節
　
誉

	

（
宇
部
）
　

春
驟
雨
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
在
る
地
図
ひ
ろ
げ

濡
れ
て
い
る
た
ん
ぽ
ぽ
銃
に
持
ち
か
え
る

し
ゃ
ぼ
ん
玉
こ
こ
か
ら
は
誰
の
空
で
も
な
い

日
脚
伸
び
牛
乳
に
膜
が
で
き
る

刻
々
と
泣
き
上
戸
と
な
り
パ
セ
リ
食
む

　
　
梯
梧
咲
く	

槇
　
田
　
敦
　
子

	

（
長
　
門
）
　

夜
桜
の
な
か
で
初
産
ひ
と
り
き
り

藤
房
の
は
ん
な
り
揺
れ
る
音
幽
か

梯
梧
咲
く
い
ま
が
平
和
か
問
う
て
い
る

ヒ
ロ
シ
マ
忌
平
和
の
俳
句
す
し
詰
め
に

大
根
の
友
情
き
れ
い
に
並
ぶ
こ
と

　
　
夏
立
て
り	

松
　
原
　
君
　
代

	

（
光
）
　

春
夕
焼
け
草
の
匂
い
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

少
年
の
光
る
産
毛
や
卒
業
す

埴
輪
の
口
薄
く
開
い
て
梅
の
花

菜
の
花
の
小
さ
く
青
き
鞘
と
な
る

風
を
切
る
少
女
の
項
夏
立
て
り



－ 20－－ 21－

　
　
葉
　
桜	

松
　
本
　
清
　
水

	

（
長
門
）
　

萬
愚
節
わ
す
れ
る
癖
を
つ
け
て
い
る

さ
く
ら
鯛
食
い
鮮
麗
な
嘘
を
つ
く

葉
桜
に
い
て
も
迷
う
よ
し
き
そ
く
ぜ
く
う

海
胆
食
っ
て
戦
火
が
胸
に
流
れ
こ
む

緋
牡
丹
に
気
を
と
り
な
お
し
今
日
が
終
る

　
　
お
洒
落
な
マ
ス
ク	

森
　
口
　
育
　
美

	

（
周
南
）
　

銀
杏
降
る
古
刹
の
庭
の
内
外
に

時
雨
る
る
や
薄
墨
色
の
広
が
り
ぬ

山
城
を
囲
み
て
満
つ
る
石
蕗
の
花

今
日
も
又
チ
ャ
イ
ム
は
五
時
に
日
脚
伸
ぶ

誕
生
日
お
洒
落
な
マ
ス
ク
届
き
お
り

　
　
凍
　
月	

保
　
田
　
尚
　
子

	

（
下
関
）
　

青
鮫
の
宿
り
し
木
よ
り
梅
開
く

凍
月
の
互
礫
の
街
を
さ
迷
い
ぬ

天
狼
星
ひ
と
寄
せ
つ
け
ぬ
ク
レ
ム
リ
ン

薄
氷
を
踏
ん
で
華
麗
な
る
闇
開
く

春
遠
し
戦
禍
の
街
の
駅
ピ
ア
ノ

　
　
風
の
試
練	

安
　
永
　
一
　
孝

	

（
山
　
口
）
　

曇
天
を
押
し
上
ぐ
藤
の
花
の
風

双
塔
の
俯
瞰
の
街
や
弥
生
尽

風
音
を
闇
に
残
せ
し
こ
ど
も
の
日

青
梅
の
一
夜
は
風
の
試
練
か
な

蝸
牛
五
十
を
数
へ
数
を
足
す

　
　
魂
に
穴	

山
　
口
　
智
　
子

	

（
宇
部
）
　

立
冬
や
塩
方
形
に
結
晶
す

恵
方
へ
と
錦
帯
橋
の
む
く
り
か
な

魂
に
穴
の
あ
る
ら
し
枯
野
ゆ
く

か
げ
ろ
う
や
石
の
魂
彫
る
石
工

風
鈴
の
感
性
風
が
持
ち
去
り
ぬ

　
　
新
　
緑	

山
　
下
　
悦
　
子

	

（
下
松
）
　

鶯
の
声
を
背
中
に
試
歩
の
朝

リ
ハ
ビ
リ
の
杖
休
ま
せ
る
青
田
風

ハ
ン
マ
ー
の
音
に
リ
ズ
ム
や
青
葉
風

今
置
き
し
物
を
探
す
や
養
花
天

新
緑
の
山
ふ
く
ら
み
て
新
幹
線



－ 20－－ 21－

第
40
回
中
国
地
区
現
代
俳
句
大
会
報
告

	

平
川
　
扶
久
美

　

　
令
和
四
年
六
月
十
二
日
に
岡
山
県
倉
敷
市
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
紙
上

大
会
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
年
第
41
回
中
国
地
区
現
代
俳
句
大
会
は
、
山
口
県
で

の
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

俳
句
大
会
の
上
位
入
賞
作
品
（
山
口
県
の
み
）

◎
中
国
地
区
連
絡
協
議
会
賞

　
帯
ぽ
ん
と
二
日
の
女
で
き
上
る	
木
村
た
け
ま

　
少
年
兵
桜
に
さ
れ
て
征
き
し
ま
ま	
藤
井
　
康
文

◎
優
秀
賞

　
野
も
山
も
動
詞
で
あ
り
ぬ
雪
解
水	

山
口
　
智
子

　
佛
の
座
少
し
座
っ
て
い
い
で
す
か	

石
川
　
芳
己

　
翅
と
ぢ
て
天
道
虫
に
戻
り
け
り	

木
村
た
け
ま

◎
秀
逸
賞

　
菜
の
花
や
村
中
風
に
な
っ
て
い
る	

藤
井
八
重
子

　
福
笑
い
畳
で
死
ぬ
っ
て
こ
ん
な
顔	

中
塚
紀
代
子

　
耕
し
の
山
よ
り
高
く
鍬
を
振
り	

河
野
　
悦
子

◎
久
保
純
夫
賞

　
コ
ロ
ナ
禍
や
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
の
目
が
数
多	

竹
本
チ
ヱ
子

　
桜
餅
み
ん
な
女
神
に
な
っ
て
い
る	

橘
　
　
美
泉

　
翅
と
ぢ
て
天
道
虫
に
戻
り
け
り	

木
村
た
け
ま

　
少
年
兵
桜
に
さ
れ
て
征
き
し
ま
ま	

藤
井
　
康
文

各
県
協
会
会
長
賞
作
品

◎
島
根
県
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞

　
八
月
の
深
海
底
は
レ
ク
イ
エ
ム	

藤
井
　
康
文

◎
広
島
県
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞

　
水
仙
に
な
れ
た
ら
兜
太
に
も
な
れ
る	

中
塚
紀
代
子

勉
強
会
高
得
点
作
品

　
影
も
た
ぬ
ほ
ど
の
ふ
く
ら
み
猫
柳	

三
野
　
公
子

　
力
ま
な
い
余
生
と
な
り
し
冬
銀
河	

堀
口
　
孝
子

　
地
に
弾
む
と
き
に
も
つ
と
も
落
椿	

木
村
た
け
ま
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作
品
募
集
（
第
八
十
七
号
）

☆
　
全
協
会
員
・
準
会
員

　
　
雑
詠
五
句

☆
　
締
切
日
　
　
令
和
四
年
十
一
月
末
日

☆
　
多
く
の
皆
様
の
ふ
る
っ
て
の
御
参
加
を

　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
　
送
付
先

　
　
〒
七
五
一
―
〇
八
六
三

　
　
下
関
市
伊
倉
本
町
十
四
―
三

　
　
　
　
　
平
川
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 令和４年度  第２回理事会報告 

１　日　時	 令和４年７月17日（日）
２　場　所	 山口市「小郡ふれあいセンター」
３　議　案	 ①第32回山口県現代俳句大会・総会の開催について
	 ②第40回中国地区現代俳句大会・勉強会・総会報告
	 　	令和４年６月12日（日）岡山県倉敷市での開催を予定して

いたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のためやむな
く中止とし、紙上大会として開催された。

	 ③第31回山口県現代俳句協会勉強会実施について
	 　10月12日（水）山口市（詳細は本号表紙裏参照）
	 ④その他、現代俳句協会員の減少対策等が話し合われた。
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 令和4年度 山口県現代俳句協会基金状況 

氏　名 口数 地区
阿 部 友 子 1 周南

井　原　三都子 2 光

上　石　久美子 2 下松

上 重 石 峰 2 岩国

岡　田　　　薫 3 光

片 山 淳 子 3 柳井

河　村　加南子 1 周南

河 村 政 夫 2 下松

河 村 正 浩 10 下松

木 戸 明 子 1 下松

諏 訪 洋 子 1 宇部

清　木　たかし 2 下松

武 居 絹 枝 2 下松

橘　　　美　泉 3 下松

田　村　美和子 1 下松

千々和　美佐子 1 下松

中 田 裕 子 2 下松

二 歩 志 芳 3 小野田

野　村　みどり 2 周南

末　広　さかえ 5 山口

氏　名 口数 地区
久 行 保 徳 10 周南

平　川　扶久美 3 下関

藤 井 邦 子 2 下松

藤　井　八重子 2 下松

藤 井 康 文 3 周南

堀 口 孝 子 2 周南

堀　　　節　誉 1 宇部

槇 田 敦 子 3 長門

松 原 君 代 2 光

松 本 清 水 2 長門

三 野 公 子 2 下松

森 口 育 美 3 周南

保 田 尚 子 2 下関

安 永 一 孝 3 山口

山 縣 愁 平 1 山口

山 下 悦 子 3 下松

伊　藤　惠美子 1 周南

木 村 武 馬 5 周南

藤　井　サカエ 1 下松

（敬称略）

（１口1,000円）令和４年４月１日～７月15日現在
☆払込取扱票が挿入されている方は令和４年度会費1,000円お願いします。
　併せて募金のご寄付いただければ幸甚に存じます。
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